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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・プログラムについて、利用者様に新プログラムの説明を実施中。6/19（金）までに、利用者様向けの予定表を用いながら伝えること。
・職員日帰り旅行について
平成27年度　職員日帰り旅行を下記の日程で実施予定。
＜日程・行先＞
・第１班　子供と一緒に参加
7/31（金）盛岡市動物園＆岩山パークランド　　　雨天時：青森県営　浅虫水族館
・第2班　大人のみ参加

8/29（金）秋田県湯瀬温泉　和心の宿　姫の湯　小町膳コース　入浴・食事プラン

＜青明舎利用者様情報＞
・高柳　和子様～6/10（水）定期訪問実施。最近の調子は良くないと話されているが表情は穏やかである。頓服薬は服用せず経過していたとのことで、自身でもなるべく服用しないよう心掛けていると話すため、その旨評価している。外出は適度にしており、先週は衣類を購入しに行き、気に入った物があったため、購入してきたと嬉しそうに話されている。

・我満奈津紀様～6/13（土）定期訪問実施。前回の訪問時より、居間の床に散乱していた物が片付けられ整頓されている様子が窺える。「ヘルパーさんが入ってすごく楽です。テキパキしてて、仕事が早くて助かる」と笑顔で話されている。体調について尋ねると、特に問題はないとのこと。仕事についてデイケアスタッフと相談してきたとのことで「仕事は掃除とか家事が出来て、デイケアにもきちんと16:00まで毎回通えるようになってからだって言われました。望が卒業するまでは、仕事より望がきちんと学校に行けるように見てあげる方を優先してだって。卒業して一人暮らしになったら、デイケアを増やして、仕事の事を考えようってことになりました」と話されていたため、体調を崩さず今の生活を継続していくよう声掛けを行っている。
・青木　紀子様～6/14（日）本人宅を訪問。困りごとを聞くと、デイケア利用者の友人(根地戸様)との関係性について悩んでおり、ストレスなのか昨日の朝食後嘔吐したら血が混じっていたので、明日デイケアを休んで鹿内内科を受診すると話している。連日何度も相手から電話連絡が入り、対応しても「今までののりちゃんじゃない。冷たい」「私の事嫌いになったの？のりちゃんに嫌われたらデイケア辞める」と話す、何度も同じ話になる、自分の都合で呼び出されたり連れまわされていることを話しており、デイケアスタッフにも相談しているとのこと。同じ病気の者同士気持ちは理解できるし、力になってあげたいと考えているが、このことが原因なのか嘔吐、頭痛、眠れない等の症状があると話している。自分の体調が悪い為に良い返事も出来なくなり疲れている様子があり、交際相手(東海林様)に「自分は入院しないか」と聞くことも増えているとのこと。本人には、優しさゆえの行動だと理解できるが、友人に曖昧な態度をとることで友人も迷う可能性を話し、自分は体調が悪いため友人が納得できるような答えを提案できない状況である事を説明し、また、デイケア内なら話すが、体調が戻るまで誰とも電話でのやり取りはしないつもりであること、体調が戻ったら自分から連絡するので待って欲しいと話してみること、その際は、デイケアスタッフや青明舎スタッフに同席してもらうことを提案。また、友人に青明舎を紹介し、悩みを聞いてもらうことを提案して欲しいとお願いしている。

・東海林康之様～6/14（日）定期訪問実施。交際相手（青木紀子様）の悩みを聞いて欲しいとのこと。青木様が話している間は黙って聞いており、意見を求められると「自分だけで問題を抱えると、自分が潰れてしまうよ」と助言し、青木様が食欲が無い状態で自分ばかり食べるわけにいかないからと話し、一緒に考えている姿勢を見せている。

＜グループホーム利用者様情報＞
・大久保康弘様～6/14（日）10:00に退院となっている。薬についてはグループホーム世話人や青陽館スタッフの目の前で、薬を服用するように説明している。
・平　康子　様～6/13（土）体調は腰痛があるものの大丈夫とのこと。掃除・洗濯を促すと「自分で出来ます」と強く言い切っており、午後に訪問した時に出来ていない時は介入することを伝えている。14:15に訪問すると、全く行われていなかった状況で、時折息切れをしながら掃除を行っている為、体調確認するが「大丈夫です、出来ます」と強い口調で話している。17:00訪問介護五福より電話連絡あり、意味不明な行動をし、横になって動かなくなってしまった為、体温を測ると38.5℃。病院受診した方が良いとのことで、17:25訪問し青南病院に連絡している。当番医に行くようにとの指示があり、市民病院受診。18:15八戸市民病院救急外来を受診し、検査・診察の結果、腎臓の炎症からくる尿路感染症と診断。毎日点滴治療が必要とのことで、家族・施設で対応可能なのか確認され、対応が難しいことを伝えると、入院し様子観察していくことを説明されている。6/14（日）体温は37℃台を推移しているが、スタッフの声掛けに対して反応は鈍く意思疎通が難しい状況。倦怠感が強く自立歩行でトイレに行く事は無理とのことで、車椅子で看護師の介助でトイレに行っている。本日、娘様が入院に関する諸手続きや医師による病状の説明を受けている。
＜利用者様情報＞

・青木　紀子様～本人より、根地戸恵様との関係について相談がある。｢最近、根地戸さんからたくさん電話が来て疲れている｣｢『あの人嫌い』って言っていたのに、自分が困るとその人に頼っていて、見ていて腹が立ってくる。結局頼るなら、その人の悪口を言ってこないでほしい｣等、根地戸様に対する不満を強く訴えている。以前、根地戸様とトラブルになった際、距離を置くと約束した後にすぐに自分から関わっていたことを振り返る。相手を変えることは難しい為、自分から根地戸様と距離を置き、デイケアだけで関わるよう話し合ってはどうかと助言し、本人も納得。話し合った後、再度振り返りを実施することとした。また、土曜日に嘔吐した際、血が混じっていたことを話しており、本日鹿内内科を受診。受診後結果確認の為電話連絡を頂くこととしている。
・上川原　豊様～本人より欠席の連絡がある。｢内股が痛いんだよ｣等と訴えているものの、病院受診はしていないとのことで、病院受診を促している。先週水曜日より来所出来ていない為、明日外来診察時に本人の状態を確認し、必要に応じて対応を実施していく。
・根地戸　恵様～来所後すぐ、他者への不満を訴えている。｢中村与一郎さんに、顔のこと言われた。何言われたか忘れたけど｣等と訴え、中村様が近くを通ると、睨んで｢もう許さないから｣等と訴えることがあり、随時職員が介入。中村様へ事実確認したところ、根地戸様の顔のにきびについて話したとのことで、女性の顔についてあまり言わない方が良いことを助言。また、根地戸様自身も、相手が傷付くことを何気なく言っていることを振り返り、自分はどう感じたか確認すると、｢嫌な気持ちになった｣｢もう言わない｣等と訴えている。自分が言われて嫌なことは言わないこと、きちんと相手の気持ちを考えた上で発言することを本人へ伝えている。
・古川　富蔵様～青風荘より、6/8から、自宅に何度も毎日のように連絡している。母様が電話に出られないことを「なにかあったのかな」と心配し、青風荘スタッフにかけてくれないかと訴えている。青風荘スタッフより、妹様に連絡を取り上記の状況を伝えている。6/12に、妹様の送迎にて、母様と面会(労災病院)に行かれる。母様の様子については「あんなになってると思わなかった。なんか気持ちが落ち着かない。」と話しているも、面会された後は、表情に硬さはなく、落ち着いている。また、家にはだれもいないことから無断で外出しないよう本人に説明し了解を得ているとの情報提供あり。本日、来所時から表情良く、｢朝からモーニングコーヒーを飲みたい｣と訴えあり。笑顔も見られている。通常通りプログラムにも参加し、特に変わった様子も見られない。上記内容を青風荘へ情報提供を行っている。

＜外来情報＞

・田中　一　様～ハロマンス（50）1A筋注施行。
・坂本　福子様～腹部CT施行しており、皮下脂肪が多く、脂肪肝であるとのこと。詳しい結果は次回受診時に報告することとしている。
・根地戸　恵様～本人より、眠気の訴えあり、ジプレキサ(10)2T　2×朝・就床前→ジプレキサ(10)2T　1×寝る前、レキソタン(2)4T　3×ndE→レキソタン(2)3T　3×ndEの処方に変更となっている。医師より、デイケア利用者（青木紀子様）と距離を置くよう説明されている。
・下口　政子様～1・2週間前からイライラ感と不安があるとのこと。近況については、特に変化はないと話している。

＜事例検討＞

カンファレンスシート（繁名　和恵様）　
実施日：H27年6月15日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：藤田・三浦・戸賀沢

検討内容　目標計画の再評価

	氏名
	繁名　和恵
	性別
	女
	年齢
	51
	生年月日
	S39年1月1日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	慢性腎炎

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の修得　対人関係技能の向上

作業遂行能力の維持・向上　病識を身につける　社会資源の利用


	本人希望
	現在の生活を維持する

	家族希望
	現在の生活を維持する

	入院歴
	計5回（最終：平成17年9月～平成18年4月）

	通所歴
	1回目

今回：平成19年4月2日～現在　　（週5回/月～金曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護：隔週土曜日

	住居：グループホームあおぞら
	家族構成：両親ともに他界。市内に住んでいる二姉（君枝様）が保護者である。三姉も同じく統合失調症を患い入退院を繰り返している。
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	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳2級
	障害基礎年金2級
	生活保護受給中


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再発せず、地域生活を続ける。
	①疾病管理が行える。
	①不調を感じた際に自己対処が出来る。
	①-1　不調の原因や兆しを把握し、不調の予防と対処が行えるようになる。（不調を感じた際は、まず相談・適切な服薬を行う）休養時には時間を決めて休んでもらい、可能な限りプログラムに参加するよう促す。

	
	
	
	①-2　水分を摂りすぎて体調を崩さないようにする。（多飲水を防ぐ方法をメモなどで渡し、自分で対処できるように促していく。）

	
	②規則正しい生活を送る。
	②デイケアを休まず利用し、安定した生活リズムを保つ。
	②些細な不調を理由にデイケアを欠席しないようにする。来所可能な場合には来所する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①不調を感じた際に自己対処が出来る。
	・不調の際には、自分から休養するか、スタッフに相談し調子を伝えた上で頓服薬を服用する等の対処が出来ている。
・以前より不調の訴えが毎日のように聞かれており、妄想的発言も活発に聞かれていた。
・4月下旬から5月にかけてグループホーム入居者が不調となり他入居者とのトラブルがある。その影響で不調の訴えがあり、デイケア利用も休みがちとなるが、入居者の入院により以前の状態に戻る。
・口渇があり、水分摂取量が多い。頻繁に飲んでいることや、一気飲みをする様子がある。スタッフから指摘しても変化は少ないが、たまに声掛けで水分摂取量を制限する事が出来る。
	不調時には、自分で対処することは出来ている。しかし、不安がある際には幻聴が強まる傾向にあり、デイケアを欠席することがあるため、本人訴えを傾聴し、バイタル測定を促したり、本人の訴えを傾聴し、共に対処法を考えていく必要がある。

	②デイケアを休まず利用し、安定した生活リズムを保つ。
	・不調で欠席したいとの連絡は多いが、促されて来所することがある。
・私用を理由とすることもあり、行動時間のアドバイスや促しをすることで通所出来ている。
・早めの帰宅要求や不調で欠席したいと連絡がある時は、「明日はしっかり頑張る」「明日は行くから」等と話すことがある為、まずはデイケアに来られないと様々な関わりが出来ないため、可能な限り来所するように促すと来所することもある。
	不調を理由に欠席することが多い為、グループホームで何もせず過ごすよりも、デイケアで体調確認したり、対処法をアドバイス出来ること等、本人が理解できる表現でアドバイスを行っていく必要がある。また、編み物など本人が興味のある作業を集中して行うことで、幻聴に左右された時間を減少できることも説明していき、本人がデイケアに来所する意義を見出せるよう関わっていく必要がある。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再発せず、地域生活を続ける。
	①疾病管理が行える。
	①不調を感じた際に自己対処が出来る。
	①-1　不調の原因や兆しを把握し、不調の予防と対処が行えるようになる。（不調を感じた際は、まず相談・適切な服薬を行う）休養時には時間を決めて休んでもらい、可能な限りプログラ

	
	
	
	ムに参加するよう促す。

①-2　水分を摂りすぎて体調を崩さないようにする。（多飲水を防ぐ方法をメモなどで渡し、自分で対処できるように促していく。）

	
	②規則正しい生活を送る。
	②デイケアを休まず利用し、安定した生活リズムを保つ。
	②些細な不調を理由にデイケアを欠席しないようにする。来所可能な場合には来所する。


